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⾃⼰紹介

• 役職
• COO事業推進室 事業推進統括部 データディレクター

• 業務
• コマース全般のマーケティングへのデータ利活⽤の推進
• PayPayモールやフリマ、ショッピング、トラベルなど

• その他
• ソニーコンピュータサイエンス研究所の客員研究員として

年⾦の安定運⽤に関するAI/MLの応⽤研究に従事
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⽯川貴⼤（いしかわたかひろ）
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アジェンダ
1. 背景

• ZHD事業戦略におけるサービス統合

2. 経由流通総額の可視化
• セッションデータ
• ⾮ログイン/ログインセッション
• アトリビューションモデル

3. ⼀休様とのデータ連携
• データパイプラインの管理
• AWS Lake Formationを利⽤したデータ授受
• 従来の連携⼿法との⽐較

4. 導⼊効果と今後の展開
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ZHDグループについて
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https://www.yahoo.co.jp/

https://www.yahoo.co.jp/
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ZHDグループ各社（抜粋）
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https://www.z-holdings.co.jp/company/groupcompanies/

https://www.z-holdings.co.jp/company/groupcompanies/


Copyright © 2022 Yahoo Japan Corporation. All Rights Reserved.

ZHD事業戦略におけるサービスの統合（1/3)
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https://www.z-holdings.co.jp/integrated-report/vision/growth/

https://www.z-holdings.co.jp/integrated-report/vision/growth/
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ZHD事業戦略におけるサービスの統合（2/3)
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https://www.z-holdings.co.jp/integrated-report/vision/growth/

https://www.z-holdings.co.jp/integrated-report/vision/growth/
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ZHD事業戦略におけるサービスの統合（3/3)
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https://www.z-holdings.co.jp/integrated-report/vision/growth/

ZHDグループ全体での
送客実績の計測

（経由流通総額の可視化）

https://www.z-holdings.co.jp/integrated-report/vision/growth/
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送客実績の可視化の課題

開始時の課題
- 貢献度を計測する定義やツールがサービスで異なる
- サービス横断で貢献度を正しく⽐較できない

解決するための取り組み
- サービス共通定義のセッションデータを作成する
- 取りうるすべてのチャネルを集計し貢献度を評価する
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セッションデータ
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調整可能な条件
・計測ドメイン
・アブセンスタイム
・コンバージョン時間

共通条件
・デバイスまたぎあり
・⾮ログイン／ログインまたぎあり
・⽇またぎあり

SHPドメイン
アクセス

コンバージョン

S E S

アブセンスタイム

計測ドメイン︓SHP

セッションID=1 セッションID=2

最⼤セッション時間
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⾮ログイン/ログインセッション
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Device 非ログインID ログインID TimeStamp SessionId

PC aaa 1000 XXX

PC aaa 1001 XXX

PC aaa 1002 XXX

APP bbb 1100 YYY

APP bbb 1101 YYY

APP bbb 1102 YYY

PC ccc AAA (補完) 2000 ZZZ

PC ccc AAA (補完) 2001 ZZZ

PC ccc AAA 2002 ZZZ

APP ddd AAA 2101 ZZZ

APP ddd AAA 2102 ZZZ

APP ddd AAA 2103 ZZZ

・⼀次的にセッションデータを
⾮ログインIDで作成
・同⼀セッションでログイン
している場合はログインID
を補完
・最終的なセッションデータを
補完済みログインIDで作成
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14⽇イーブンモデル
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商⽤広告枠

100%

50%

コンバージョンY検索

計測期間︓14⽇

⾃社稿枠編成枠 Y検索編成枠 Google直流⼊直流⼊

• Time DecayモデルやLogistic Regressionモデルとの⽐較検証を実施
• 最終的にコミュニケーション上の⽬的でシンプルなモデルを採⽤

⼀休様への送客実績を同⼀ロジックで計測のためアクセスログを授受
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データパイプラインの管理
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• Kubernetes上にコンテナベースのAirflow環境を構築

Airflowを中⼼に社内環境とAWSを統合
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AWS Lake Formationを利⽤したデータ授受
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連携データをAmazon Athena経由で取得しセッションログを作成

• 社内ストレージに連携データ（⼀次データ、アクセスログ）は保持しない
• 加⼯済みデータ（⼆次データ、セッションログ）のみを保持する

Internal Data Pipeline

Yahoo Production Account

Lake Formation

Data Catalog

Data Permissions
Admin | * | Grant, Select

Amazon Athena

AWS Resource
Access Manager

Yahoo Private Data Center

Hadoop Cluster
セッションデータ

（二次データ）

Ikyu Production Account

Lake Formation

Data Catalog

Data Permissions
External Account | DB xxx | Select

Data Source
S3

連携データ

（一次データ）

Internal Data Pipeline

S3
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従来の連携⼿法との⽐較（1/2）
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従来⼿法（SFTP） AWS Lake Formation

メリット

• 既存の仕組みであるため学習コス
トが低い

• 連携元のETL開発⼯数が⼩さい※1
• オープンソースのAirflowプラグイ

ンが存在する※2
• 連携先のストレージに⼀次データ

のコピーが取られない
• 連携データに対して詳細なACL設

定ができる

デメリット

• 連携元のETL開発⼯数が⼤きい
• 連携先のストレージに⼀次データ

のコピーが取られる
• 連携データに対して詳細なACL設

定ができない

• ACL設定の学習コストが⾼い

※1 すでに連携元がAWS（S3、Glue、Athenaなど）を導⼊済みの場合5⼈⽇程度
※2 オープンソースの実装を利⽤できるため効率的にAirflowへの取り込みが可能
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従来の連携⼿法との⽐較（2/2）

19
https://www.ppc.go.jp/personalinfo/legal/kaiseihogohou/

⼀次データの保持が不要および詳細なACL設定が可能な点は
強靭な個⼈情報保護を実現する上で⼤きなメリット

https://www.ppc.go.jp/personalinfo/legal/kaiseihogohou/
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導⼊効果と今後の展開

ü ビジネスアジリティの観点
• AWS Lake Formationを利⽤したデータ連携は

従来⼿法と⽐較して⼩⼯数で対応可能※

ü データガバナンスの観点
• ⼀次データ不要および詳細なACL設定が可能な

点は個⼈情報保護の観点で⼤きなメリット

ü 今後は事業の推進に伴い連携対象を拡⼤予定
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※プラバシーポリシーや契約の調整コストも含めた⼯数で50%以上削減



Copyright © 2022 Yahoo Japan Corporation. All Rights Reserved.

End


